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目的または到達目標 

特別演習Ⅰでの成果を踏まえ、専攻分野における現状認識と課題の整理を

行い、取り組むべきテーマの絞り込みと設定を行う。また、同テーマに基づい

た都市・建築に求められる空間像、およびそれを達成するための誘導手法に

ついて模索し、学術的・論理的、技術的に解明するための手順、方法等につ

いて理論構築を行う。 

授 
 

業 
 

内 
 

容 

第 １ 回 課題の説明とスケジュール 

第 ２ 回 文献調査（１） 

第 ３ 回 文献調査（２） 

第 ４ 回 調査項目、調査スケジュールの検討（１） 

第 ５ 回 調査項目、調査スケジュールの検討（２） 

第 ６ 回 予備調査（１） 

第 ７ 回 予備調査（２） 

第 ８ 回 データ整理（１） 

第 ９ 回 データ整理（２） 

第 10 回 本調査（１） 

第 11 回 本調査（２） 

第 12 回 データ整理（３） 

第 13 回 データ整理（４） 

第 14 回 データ解析（１） 

第 15 回 データ解析（２） 

 
関 連 科 目 環境情報学特別演習Ⅰ 

 
受 講 心 得 授業時間に限らず、日常的な取り組みが重要です。 

 課 題 ・ 質 問 等 の 

受 付 方 法 
随時 

 
授 業 の 形 式 随時。修士論文の指導と関連して実施します。 

 履 修 上 の 注 意 

ま た は 履 修 条 件 
特になし 

 
成 績 評 価 の 方 法 授業の取り組み姿勢、成果物、レポートなど 

 参 考 文 献 及 び 

指 定 図 書 
既往研究 


